
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき （平成26年1月1日現在）

世　帯　5,550戸（△15）人　口　12,595人（△57）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）
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この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

愛育委員会活動報告 新山支部
　10月29日、国立吉備青少年自然の家で行われた御北幼稚園園外保育に参加しました。みんなで施設内
を散策し、景色を楽しみながらお弁当を食べました。園児から元気を
いただき、とても充実した気持ちになりました。
　また、御北幼稚園で開催されている「あいあい広場」にも参加して、
入園前の子どもたちや子育て中のお母さん方との交流を行っていま
す。
　愛育委員として微力ではありますが、これからも子育て支援活動を
支えていきたいと思います。

  材　料   作り方
①ほうれん草はゆでて水にとり、食べやすい大き

さに切りしっかり絞る。
②絹ごし豆腐は、すり鉢ですりつぶしマヨネーズ、

塩、すりごまを混ぜ合わせる。
③②に①を入れ混ぜ合わせ、器に盛りつけ炒りご

まを散らす。

ほうれん草の豆腐マヨサラダ（２人分）

ほうれん草………………………………… 一束
絹ごし豆腐……………………………… １／４丁
マヨネーズ……………………………… 大さじ１
塩…………………………………………… 少々
すりごま…………………………………… 少々
炒りごま…………………………………… 少々

料理名

エネルギー：103kcal　たんぱく質：4.4ｇ　カリウム：689mg　食塩：0.6ｇ

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
冬のほうれん草は、とても甘くておいしいです。
豆腐を多めに加えると白和え風になります。
とっても簡単にできるので、ぜひ作ってみてください。

★ほうれん草の栄養
　ほうれん草は、緑黄色野菜の代表的な野菜の一つです。
　葉には血中の毒素を解毒してサラサラの血液を作るほか、鉄や造血作用のある
　葉酸が豊富に含まれています。

円城栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜ほうれん草

野菜を食べよう
！
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男　6,026人（△33）
女　6,569人（△24）
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主な記事
・P02～特集　平成24年度吉備中央町決算報告　
・P09～役場からのお知らせ
・P15～インフォメーション 【岡山シーガルズふれあいバレーボール交流会】
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特

平
成
24
年
度
吉
備
中
央
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平
成
24
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
決
算
額
は
、
前
年
度
よ

り
約
９
千
万
円
減
の
約
95
億
６
，７
８
２
万
円
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
歳
出
決
算
額
は
、
約
１
億
５
千
万
円
減
の

約
88
億
８
，８
０
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
歳
出
の
減
少

は
、
７
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
激
甚
災
害
の
復
旧
事

業
費
や
町
道
新
設
改
良
事
業
、
新
設
中
学
校
開
校
事
業
な

ど
多
く
の
事
業
を
繰
越
明
許
費
と
し
て
繰
り
越
し
た
こ
と

な
ど
が
要
因
に
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
ハ
ー
ド
事
業
で
は

長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
新
設
中
学
校
整
備
事
業
の
ほ
か
、

ピ
オ
ー
ネ
園
整
備
事
業
や
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
。
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
障
害
児
支
援
給
付

事
業
や
有
害
獣
の
皮
等
を
活
用
し
た
特
産
品
開
発
事
業
、

町
民
皆
様
の
ご
要
望
に
お
応
え
し
、
集
落
で
行
う
町
道
の

草
刈
り
等
を
対
象
と
し
た
道
路
維
持
費
補
助
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
財
政
運
営
適
正
化
計
画
や
公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
数
値
も
考
慮
し
な
が

ら
、
人
件
費
や
物
件
費
の
抑
制
、
事
業
の
計
画
的
実
施
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
扶
助
費
や
社
会
保
障
関

係
費
、
維
持
修
繕
費
な
ど
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
当
町
の
財
政
状
況

を
示
す
各
種
指
標
は
、
少
し
づ
つ
改
善
さ
れ
て
お
り
、
今

後
も
引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

総務費…選挙や住基、徴税、
町の庁舎管理費などの経費

民生費…高齢者や障害者、児童
などの福祉に関連する経費

衛生費…老人・母子保健、予
防接種、合併浄化槽、し尿・
ごみ処理などの経費

農林業費…農林業の振興、農
業用道路や水路、農村環境
などの経費

商工費…道の駅管理運営、総
合施設事業などの経費

土木費…町道改良、舗装、住
宅建設などの経費

消防費…消防団の運営、常備
消防委託などの経費

教育費…幼稚園、小中学校の
管理、社会教育、生涯教育、
体育振興、文化財保護など
の経費

公債費…町の借金である町債
などを返済するための経費

諸支出金…財政調整基金、災
害対策基金積立などの経費

出るお金・歳出
町税…皆様が町に納めたお金で
町民税、固定資産税、軽自
動車税、たばこ税など

繰入金…基金などの積立金から
取り崩すお金

繰越金…前年度からの繰越のお
金

地方交付税…国から町の財政力
に応じて交付されるお金

国庫支出金…国が各種事業に補
助金等として負担するお金

県支出金…県が各種事業に補助
金等として負担するお金

町債…事業を行うために、町が
国などから借り入れた資金

自主財源…町が自主的に
収入できる財源

依存財源…国や県などか
ら定められた額を交付
されたり割当てられた
りする収入

入るお金・歳入

前　頁　グ　ラ　フ　用　語　解　説

特別会計 歳入総額 歳出総額 歳入歳出差引残額
国民健康保険 157,484 149,880 7,604
介護保険 194,024 192,433 1,591
後期高齢者医療 15,562 15,533 29
育英資金 3,559 691 2,868
診療所 2,823 1,405 1,418
簡易水道 49,957 49,838 119
下水道 11,575 9,894 1,681
農業集落排水事業 15,310 15,299 11
住宅新築資金等貸付事業 106 106 0
吉川財産区 2,033 214 1,819
大和財産区 296 41 255
賀陽財産区 2,442 183 2,259

計 455,171 435,517 19,654

上水道

※１　収益的収入
30,596

※２　資本的収入
4,131

※１　収益的支出
28,730

※２　資本的支出
6,355

1,866

△2,224

民生費
143,914円
高齢者・児童の福祉など

公債費
116,662円
借入金の返済

円

農林業費
85,418円

農業・畜産の振興など

衛生費
65,199円

教育費
70,591円
学校・公民館の運営など

土木費
39,541円

道路・河川の整備など

消防費
27,360円

火災・災害の対応など

その他
54,800円
議会・災害復旧・観光振興・
積立金など

町民１人当たりの予算 701,617円
こんなふうに使われました　　一般会計

●平成25年3月31日 現在　　人口　12,668人

総務費
98,132

地域振興・庁舎管理など

保健衛生・廃棄物の収集、
処理など

※１�　収益的収入とは、水道料金、受託
工事収益、預金利息等の収入をいい
ます。

※２�　収益的支出とは、水道事業の営業
活動に従事する職員の人件費、維持
修繕費、光熱水費や薬品等の消耗品
費、受託工事費や減価償却費などを
いいます。

※３�　資本的収入とは、国などからの借
入金や一般会計や他の会計からの負
担金、加入者分担金などです。

※４�　資本的支出とは、建設改良に従事
した職員の人件費、配水管敷設や浄
水場建設などの工事費、起債の償還
金などです。

※�なお、資本的収入額が資本的支出額に
対し不足する額は、減価償却費等によ
り生じる内部留保資金から補てんされ
ます。

●特別会計決算額

総務費
12億4,313万円
（14.0%）

歳出
88億8,808万円

歳入

議会費
9,603万円（1.1%）

民生費
18億2,310万円
（20.5%）

衛生費
8億2,594万円
（9.3%）

労働費
601万円（0.1%）

農業費
10億8,208万円
（12.2%）

商工費 1億6,995万円（1.9%）

土木費
5億90万円
（5.6%）

消防費
3億4,660万円

（3.9%）

教育費
8億9,425万円
（10.0%）

災害復旧費
2億9,074万円
（3.3%）

公債費
14億7,788万円
（16.6%）

諸支出金
1億3,147万円

（1.5%）

95億6,782万円

町税
11億6,999万円
（12.2%）

繰入金
3億4,137万円
（3.6%）

繰越金
6億2,573万円
（6.5%）

分担金及び負担金
使用料及び賃借料
財産収入、寄付金
諸収入
3億523万円
（3.2%）

地方交付税
46億8,248万円
（48.9%）

町債
6億7,775万円
（7.1%）

県支出金
8億7,127万円
（9.1%）

国庫支出金
5億4,003万円
（5.7%）

地方譲与税
地方消費税交付金

自動車取得税交付金等
3億5,397万円（3.7%）

自 主
財
源

依

存

財 源

一般会計　歳入

一般会計　歳出
88億8,808万円

95億6,782万円

（単位：万円）

集
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●健全化判断比率について

●吉備中央町普通会計貸借対照表（平成24年３月31日現在）

　健全化判断比率とは、吉備中央町の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を判断す
るための指標として「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき算定したものです。

指　　　　標 説　　　明 早期健全
化基準

吉備中央町の数値
平成 24年度決算 平成 23年度決算

率
比
断
判
化
全
健

実質赤字比率 一般会計等における実質赤字額の標
準財政規模に対する比率 14.43 －

（黒字のため－と表示）
－

（黒字のため－と表示）

連結実質赤字比率
公営企業分（上下水関連）を含むすべての会
会計における実質赤字額（または、資金の不
足額）の標準財政規模に対する比率

19.43 －
（黒字のため－と表示）

－
（黒字のため－と表示）

実質公債費比率 一般会計等が負担する元利償還金等
の標準財政規模に対する比率 25.0 16.6 17.2 

将来負担比率
公社や出資法人等を含め、一般会計
等が将来負担する実質的な負債の標
準財政規模に対する比率

350.0 102.6 111.8

※�標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模を示すもので、標準
税収入額等に普通交付税を加算した額。
※早期健全化基準とは、財政の健全化を表す指標で、これを超過すると財政は破綻に近づいていくことを表します。

　町では、財政状況を把握し明らかにするため、財政健全化法による財政健全化判断比率の指標を公表して
います。
　平成24年度の財政状況は、いずれも早期健全化基準を下回っており、平成23年度より改善させることがで
きました。

（単位：百万円）

資産の部　（これまで積み上げてきた資産）

産
資
融
金

資金
（現金や預金の資産） 729

債権
（税等の未収金、貸付金など） 183

有価証券
（運用目的の有価証券） 0

投資等
（出資金、基金など） 5,706

産
資
融
金
非 事業用資産
（庁舎や学校などの有形、無形固定資産） 17,733

インフラ資産
（道路や水道などの社会基盤となる資産） 47,261

資産合計 71,611

負債の部　（将来世代が負担する金額）

債
負
動
流

公債
（地方債の翌年度償還予定額） 1,290

短期借入金
（連結対象団体の短期借入金の残高） 41

その他
（賞与引当金など） 151

債
負
動
流
非

公債
（地方債残高のうち翌年度償還予定額を除いた残高） 11,390

借入金
（連結対象団体の長期借入金の残高） 0

引当金
（退職手当引当金など） 1,514

その他 16
負債合計 14,403

純資産の部　（現在までの世代が負担した金額）
純資産合計 57,208

負債・純資産合計 71,611

※四捨五入したため一致しない部分があります。
※普通会計とは、地方公共団体ごとに会計範囲が異なることから、地方財政統計上統一的に用いられる会計区分です。
　�本町においては、一般会計と特別会計のうち公営企業分（上水道・下水道・農業集落排水・簡易水道会計）を除いたも
のが普通会計に該当します。

貸借対照表を町民一人当たり換算すると
平成 24年 3月 31日現在
人口 12,773人

（単位：万円）
資　　　産 561
負　　　債 113
純　資　産 448

　町では、企業会計の考え方に基づき、発生主義、複式簿記を導入した、地方
公会計制度により「貸借対照表、行政コスト計算書、純資産変動計算書、資金
収支計算書」の財務諸表を公表しています。（吉備中央町ホームページなど）
　これにより、公正な評価による資産や負債の蓄積状況など、実際に現金の支
出を伴わない隠れたコストも把握することができます。
　４つの財務諸表のうち、バランスシートと呼ばれる貸借対照表について、表にしてみました。町が所有し
ている資産や、これから返済していかなければならない地方債などの負債がどれくらいあるのか、確認する
ことができます。

　

12
月
５
日
、
文
部
科
学
省
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
、
平

成
25
年
度
優
れ
た
「
地
域
に
よ
る
学
校
支
援
活
動
」
表
彰
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
教
育
力
の
向
上
を
図
る
た
め
に
地
域
が
行
う
学

校
支
援
活
動
の
う
ち
、
そ
の
活
動
内
容
が
特
に
優
れ
て
い
る

団
体
が
文
部
科
学
大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
吉
備
中

央
町
か
ら
は
大
和
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
教
室
は
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
に
学
習
や
遊
び
の
場

を
提
供
す
る
た
め
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
が
運

営
。
毎
週
木
曜
日
と
金
曜
日
の
放
課
後
に
行
わ
れ
る
教
室
に

は
、大
和
小
学
校
の
児
童
の
ほ
ぼ
全
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
で
は
、
独
自
の
安
全
管
理
等
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
を

行
い
、
放
課
後
の
安
全
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
を
実
現
す
る

と
と
も
に
、
学
習
習
慣
の
定
着
や
他
者
を
思
い
や
る
心
の
成

長
な
ど
に
も
効
果
が
あ
が
っ
て
お
り
、
学
校
・
地
域
・
家
庭

が
密
接
に
相
互
連
携
し
事
業
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
今
回
の

受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
20
日
、
岡
山
県
備
前
県
民
局
（
岡
山
市
北
区
）
で
、

平
成
25
年
度
青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
貢
献

し
、
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ
っ
た
個
人
や
団
体
が
表
彰
さ
れ

る
も
の
で
、
吉
備
中
央
町
か
ら
は
黒く

ろ
だ
か
ず
よ
ね

田
員
米
さ
ん
（
小
森
）

と
、
櫻さ

く
ら

本も
と

賀か

順ず

夫お

さ
ん
（
杉
谷
）
が
備
前
県
民
局
長
表
彰
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
田
さ
ん
は
、
平
成
15
年
か
ら
円
城
駐
在
所
管
内
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
隊
事
務
局
長
を
務
め
ら
れ
、
平
成
20
年
に
は
岡
山

北
警
察
署
管
内
地
域
安
全
推
進
委
員
会
副
会
長
に
就
任
。
円

城
管
内
の
児
童
生
徒
の
登
下
校
時
に
あ
い
さ
つ
運
動
や
見
守

り
活
動
を
積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

櫻
本
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か
ら
町
内
各
地
域
の
神
社
で
行

わ
れ
る
火
燈
祭
で
の
音
頭
取
り
を
実
践
。
古
き
良
き
伝
統
を

守
り
伝
え
る
と
と
も
に
、
秋
の
大
祭
で
の
笛
、
太
鼓
、
獅
子

舞
な
ど
の
技
術
を
長
年
に
わ
た
り
子
ど
も
た
ち
へ
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

11
月
22
日
、ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ま
き
び
（
岡
山
市
北
区
）
で
、

平
成
25
年
度
統
計
功
労
者
表
彰
状
授
与
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
多
く
の
統
計
事
業
に
貢
献
さ
れ
、
功
績
が
特
に

顕
著
で
あ
っ
た
事
業
所
や
個
人
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、
吉

備
中
央
町
か
ら
は
金か

ね
み
つ
け
い
こ

光
桂
子
さ
ん
（
和
田
）
と
早は
や
か
わ
ひ
と
し

川
仁
さ
ん

（
上
竹
）
の
２
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
光
さ
ん
は
、
昭
和
61
年
か
ら
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

や
国
勢
調
査
な
ど
の
調
査
員
と
し
て
計
56
回
に
わ
た
り
尽
力

さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、「
岡
山
県
知
事
表
彰
」
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

早
川
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
か
ら
経
済
産
業
省
所
管
の
工
業

統
計
調
査
や
商
業
統
計
調
査
な
ど
の
調
査
員
と
し
て
計
35
回

に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
「
経
済
産
業
大
臣

表
彰
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

大
和
放
課
後
子
ど
も
教
室

�

文
部
科
学
大
臣
表
彰

青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表
彰

統
計
功
労
者
表
彰

早
はや

川
かわ

　仁
ひとし

さん 金
かね

光
みつ

　桂
けい

子
こ

さん

黒
くろ

田
だ

　員
かず

米
よね

さん

櫻
さくら

本
もと

　賀
か

順
ず

夫
お

さん
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12
月
6
日
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
き

び
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
、
58
名
の
委
員
へ
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

の
委
嘱
状
が
山
本
町
長
か
ら
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
し
い
民
生
委
員
児
童
委
員
（
敬
称
略
）

民
生
委
員
児
童
委
員
委
嘱
状

�

伝
達
式
並
び
に
感
謝
状
授
与
式

国
際
交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

「
暮
ら
し
の
な
か
の
著
作
権
」講
座

　

11
月
24
日
、ふ
れ
あ
い
の
丘
か
よ
う
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場（
竹

荘
）
で
、
国
際
交
流
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
（
町
国
際

化
推
進
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
内
在
住
、
在
勤
の
外
国
人
の
方
々
の
交
流
を

深
め
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

当
日
は
88
名
が
参
加
。バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、

参
加
者
に
よ
る
歌
の
披
露
を
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
御
北
フ
ラ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
（
御
北
公
民
館
）
に
よ

る
フ
ラ
ダ
ン
ス
も
披
露
さ
れ
、
参
加
者
も
一
緒
に
な
っ
て
踊

る
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会
館
で
「
暮
ら
し

の
な
か
の
著
作
権
」
講
座
（
町
立
図
書
館
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、身
近
に
あ
る
本
や
写
真
な
ど
の
著
作
物
に
加
え
、

近
年
の
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
普
及
に
よ

り
、
多
く
の
著
作
物
に
触
れ
る
機
会
が
増
え
た
こ
と
か
ら
、

著
作
権
に
つ
い
て
、
よ
り
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
岡
山
支
部
代
表
委
員
苅か

ん

田だ

實み
の
る

氏
に
よ
る
講
座
で
は
「
著
作
物
と
は
、
思
想
、
感
情
を
創
作

的
に
表
現
し
た
も
の
で
、
そ
の
中
で
も
著
作
権
は
文
芸
、
学

術
、
美
術
、
音
楽
の
４
分
野
に
お
い
て
、
作
っ
た
時
点
で
、

作
者
に
対
し
て
平
等
か
つ
自
動
的
に
与
え
ら
れ
る
権
利
で

す
」
と
基
礎
か
ら
分
か
り
や
す
く
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
身
近
な
事
例
を
も
と
に
、
参
加
者
と
一
緒
に
考
え

な
が
ら
説
明
し
た
り
、
私
的
利
用
な
ど
に
つ
い
て
許
さ
れ
る

範
囲
な
ど
を
説
明
さ
れ
、
参
加
者
は
著
作
権
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

認
知
症
介
護
家
族
交
流
事
業
in
吉
備
中
央

�

～
話
し
合
お
う
、支
え
合
お
う
！
認
知
症
介
護
～

　

12
月
４
日
、
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
認
知
症
介
護
家
族
交

流
事
業
in
吉
備
中
央
（
町
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
備
前
県
民

局
・
公
益
社
団
法
人
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
岡
山
県
支
部

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
介
護
を
行
っ
て
い
る
家
族
間
の
情
報
共
有
な
ど

を
行
う
こ
と
で
、
認
知
症
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
町
内
の
介
護
家
族
、
医
療
福
祉
従
事
者
な
ど

43
名
が
参
加
。
最
初
に
、
同
支
部
の
妻つ

ま

井い

令れ
い

三ぞ
う

代
表
に
よ
る

「
認
知
症
に
ど
う
向
き
合
う
―
認
知
症
の
理
解
と
そ
の
サ

ポ
ー
ト
は
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
、
ご
自
身
の
介
護
経

験
や
家
族
の
会
の
活
動
を
基
に
、
認
知
症
の
人
の
心
理
や
対

応
の
心
得
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
同
支
部
の
尾お

崎ざ
き

善よ
し

規の
り

副
代
表
に
よ
る
「
私
の
介

護
体
験
―
男
性
介
護
者
の
立
場
か
ら
」と
題
し
た
講
演
で
は
、

奥
様
の
介
護
体
験
の
話
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
も
行
わ
れ
、
参

加
者
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」「
春
の
小
川
」
な
ど
を
合
唱
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
座
談
会
で
は
介
護
に
関
す
る
お
互
い
の
思
い
を
共

感
し
た
り
励
ま
し
合
う
な
ど
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
、き
び
プ
ラ
ザ
で
、平
成
25
年
度
岡
山
県
農
地
・

水
保
全
管
理
支
払
表
彰
式
及
び
研
修
会
（
県
農
地
・
水
・
環

境
保
全
向
上
対
策
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
農
地
や
水
環
境
の
保
全
を
行
う
た
め
、
地
域
ぐ

る
み
で
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
が
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
、

当
日
は
、
県
下
で
同
交
付
金
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体

代
表
者
な
ど
約
２
５
０
名
が
出
席
。
吉
備
中
央
町
か
ら
は
、

室
納
活
動
組
織
（
代
表
：
大お

お

月つ
き

基も
と

弘ひ
ろ

さ
ん
）
が
協
議
会
会
長

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

室
納
活
動
組
織
は
、
農
地
・
水
路
等
の
管
理
に
加
え
、
小

中
学
生
を
対
象
に
し
た
生
き
物
調
査
や
、
婦
人
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
と
連
携
し
た
花
の
植
栽
な
ど
、
農
用
地
の
景
観
形
成
活

動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
が
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
研
修
会
で
は
、
同
活
動
組
織
の
石い

し

井い

米よ
ね

一い
ち

さ
ん
が

活
動
に
つ
い
て
の
事
例
発
表
を
行
い
「
後
継
者
の
育
成
・
営

農
の
組
織
化
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
の
団
結
力
を
ま
す
ま
す

深
め
て
い
き
た
い
」
と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

岡
山
県
農
地
・
水
環
境
保
全

�

向
上
対
策
協
議
会
表
彰

担
当
地
区

委
員
氏
名

担
当
地
区

委
員
氏
名

広
面

有あ
り

江え　

正ま
さ

夫お

上
竹

花は
な

房ふ
さ　

泰や
す

子こ

上
加
茂

安や
す

井い　
　

威た
け
し

上
竹

野の

瀬せ　

伴と
も

明あ
き

下
加
茂

伊い

賀が　

博ひ
ろ

子こ

上
竹

福ふ
く

本も
と　

房ふ
さ

子こ

美
原

杉す
ぎ
や
ま山

す
み
江え

上
竹

石い
し

井い　

恵け
い

子こ

加
茂
市
場

森も
り

元も
と　

　

勇い
さ
む

納
地

山や
ま

﨑さ
き　

達た
つ

子こ

平
岡
・
上
野
・
高
谷
遠お
ん

部べ　
　

堅か
た
し

豊
野

酒さ
か

井い　

啓け
い

介す
け

竹
部
下

永な
が

安や
す　

輝て
る

子こ

豊
野

土ど

井い　

一か
ず

実み

竹
部
上

小こ

西に
し

伊い

津つ

美み

豊
野

河か
わ

原は
ら　

成し
げ

美み

吉
備
高
原

（
竹
部
・
上
野
）
小お

田だ　
　

泉い
ず
み

竹
荘

住す
み

井い　
　

豊ゆ
た
か

上
田
東

佐さ

藤と
う

登と

貴き

子こ

竹
荘

小こ

虎と
ら　

　

勇い
さ
む

細
田
・
三
納
谷

福ふ
く

嶋し
ま　

　

明あ
き
ら

竹
荘

平ひ
ら

井い

千ち

惠え

子こ

上
田
西

杉す
ぎ

本も
と

眞ま

由ゆ

美み

黒
土

前ま
え

田だ　

恒つ
ね

夫お

円
城

伊い

賀が　

正ま
さ

子こ

田
土

山や
ま
も
と本
か
め
子こ

案
田

綱つ
な

嶋し
ま　

繁し
げ

海み

田
土

山や
ま

本も
と

茂も

利り

穗お

高
富
・
神
瀬

草く
さ

地ち　

之ゆ
き

治は
る

湯
山

遠え
ん

藤ど
う　

末す
え

子こ

小
森

黒く
ろ

田だ　

良り
ょ
う

典す
け

吉
川

古こ

谷や　

和か
ず

寿ひ
さ

御
所

吉よ
し

永な
が　

謙け
ん

一い
ち

吉
川

坂さ
か

井い　
　

繁し
げ
る

富
永

森も
り

本も
と　

政ま
さ

幸ゆ
き

吉
川
・
黒
山

西に
し

谷た
に　

信の
ぶ

明あ
き

下
土
井

中な
か

山や
ま　

茂し
げ

樹き

吉
備
高
原

（
吉
川
・
湯
山
）
笹さ

さ

井い　

能よ
し

子こ

和
田

亀か
め

森も
り　

　

浩ひ
ろ
し

北

髙た
か
す
ぎ杉
き
よ
子こ

井
原

仁に

枝え
だ　

直な
お

子こ

北

難な
ん

波ば

智ち

惠え

子こ

豊
岡
下

片か
た

山や
ま　

勝か
つ

美み

岨
谷

佐さ

藤と
う　

節せ
つ

子こ

三
谷
・
大
木

香か

山や
ま　

　

丹あ
き
ら

岨
谷

難な
ん

波ば　

洋ひ
ろ

子こ

豊
岡
上

繁し
げ

森も
り　

恒つ
ね

昭あ
き

宮
地

大お
お

月つ
き　

節せ
つ

子こ

尾
原

黒く
ろ

瀬せ

冨ふ

美み

子こ

宮
地

石い
し

井い　

芳よ
し

江え

担
当
地
区

委
員
氏
名

担
当
地
区

委
員
氏
名

尾
原
・
笹
目

入い
り

澤さ
わ　

正ま
さ

夫お

西

孝こ
う

本も
と　

和か
ず

夫お

福
沢
・
溝
部

津つ

島し
ま　

惠け
い

子こ

西

釜か
ま

垂た
れ　

竹た
け

子こ

杉
谷
・
粟
井
谷

杉す
ぎ

田た　

賴よ
り

子こ

主
任
児
童
委
員

高た
か

藤と
う　

典の
り

子こ

主
任
児
童
委
員

石い
し

井い　

靖や
す

子こ

主
任
児
童
委
員

土ど

井い

美み

知ち

枝え

（
任
期
：
平
成
25
年
12
月
１
日
～
平
成
28
年
11
月
30
日
）

　

ま
た
、
今
回
の
改
選
で
退
任
さ
れ
た
24
名
の
方
々
に
、
厚

生
労
働
大
臣
感
謝
状
並
び
に
県
知
事
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

■
厚
生
労
働
大
臣
感
謝
状
（
敬
称
略
）

　

・
古こ

ば
や
し林　

勝か
つ
ひ
こ彦

（
美
原
）　　

・
新に
い

谷や　

憲か
ず

弘ひ
ろ

（
竹
荘
）

　

・
河か

わ

原は
ら

美み

恵え

子こ

（
竹
部
）　　

・
伊だ

達て

富ふ

美み

子こ

（
黒
土
）

　

・
内な

い

藤と
う　

三さ
ん

治じ

（
御
所
）　　

・
松ま
つ

浦う
ら

美み

代よ

子こ

（
田
土
）

　

・
原は

ら

田だ　

京き
ょ
う
こ子
（
富
永
）　　

・
森も
り　

　

淸き
よ

志し

（
吉
川
）

　

・
岩い

わ

崎さ
き

三み

枝え

子こ

（
和
田
）　　

・
難な
ん

波ば　
　

保た
も
つ

（
吉
川
）　

　

・
浮う

き

森も
り　

克か
つ

憲の
り

（
豊
岡
下
）　

・
森も
り

田た

貴き

美み

子こ

（
吉
川
）

　

・
佐さ

藤と
う　

信の
ぶ

子こ

（
溝
部
）　　

・
西に
し
ざ
き﨑

れ
い
子こ

（
吉
川
）

　

・
早は

や

川か
わ　

賴よ
り

男お

（
上
竹
）　　

・
古ふ
る

川か
わ　

重し
げ

美み

（
吉
川
）

　

・
石い

し

田だ　

吉よ
し

弘ひ
ろ

（
上
竹
）　　

・
上う
え

田だ

美み

智ち

子こ

（
岨
谷
）

　

・
大お

お

木き　

章あ
き

義よ
し

（
納
地
）　　

・
石い
し

田だ　

澄す
み

子こ

（
西
）

　

・
葛か

つ

野の　

恭き
ょ
う
こ子

（
竹
荘
）

　

■
県
知
事
感
謝
状
（
敬
称
略
）

　

・
湯ゆ

浅あ
さ　

信の
ぶ

子こ

（
粟
井
谷
）　

・
藤ふ
じ

森も
り　

和か
ず

典の
り

（
竹
荘
）

　

・
草く

さ

地ち　

順じ
ゅ
ん
こ子
（
上
田
東
）



9 広報きびちゅうおう  2014. ２月号 8広報きびちゅうおう  2014. ２月号

役場からのお知らせ■役場からのお知らせ ■まちの話題 まちの話題
生
涯
学
習・人
権
フ
ェ
ス
タ
in
吉
備
中
央

　

12
月
８
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ

う
総
合
会
館
で
「
生
涯
学
習
・
人

権
フ
ェ
ス
タ
in
吉
備
中
央
」（
町
・

町
教
育
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
心
豊
か
な
生
活
を
送

る
た
め
、
学
習
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
、
人
権
意
識
・

人
権
感
覚
を
は
ぐ
く
み
、
人
権
尊
重
と
共
生
の
社
会
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
、
毎
年
人
権
週
間
に
併
せ
て
開
催
さ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。

　

発
表
で
は
、
吉
川
中
学
校
に
お
け
る
人
権
教
育
の
取
り
組

み
や
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
の
発
表
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
相
撲
解
説
者
の
舞

の
海
秀
平
氏
に
よ
る
「
可
能
性
へ
の
挑
戦
」
と
題
し
た
記
念

講
演
で
は
、
自
分
は
夢
を
あ
き
ら
め
ず
に
努
力
し
続
け
た
こ

と
、
相
撲
に
は
日
本
の
伝
統

文
化
を
引
き
継
ぐ
と
い
う
重

要
な
面
が
あ
る
こ
と
を
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
語
ら

れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
内
で
は
、
人

権
を
テ
ー
マ
に
し
た
習
字
や

標
語
の
作
品
も
展
示
。
学
び

の
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
森
の

ハ
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
や
手
作
り

革
ト
レ
イ
作
り
、
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
体
験
が
行
わ
れ
、
こ

の
日
訪
れ
た
約
４
５
０
人
の

参
加
者
は
人
権
の
大
切
さ
に

つ
い
て
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
（
会
長
杭く

え

田だ

元は
じ
め

さ
ん
）
で

は
、
男
性
も
女
性
も
個
性
と
能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
「
誰

も
が
輝
く
社
会
の
実
現
」
に
向
け
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
意
識

の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
「
川
柳
・
絵
手
紙
」
を
募
集

し
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
ふ
る
さ
と
」
で
、
多
く
の

作
品
の
中
か
ら
審
査
し
た
結
果
、
次
の
作
品
が
入
賞
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
吉
備
中
央
町
男
女
共
同
参
画

�

「
川
柳・絵
手
紙
」コ
ン
テ
ス
ト
入
賞
作
品

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

２
月
の
行
政
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相
談
）
を

次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成26年２月21日（金）
午前９時～正午

会場 吉川公民館 加茂川総合
福祉センター

相談
内容

行政相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
26
年
２
月
４
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
26
年
２
月
18
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

消
費
生
活
相
談
会

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

　
「
困
っ
た
な
」
と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま

ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

　

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談
に
つ
い
て

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
26
年
２
月
６
日
㈭

�

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

賀
陽
庁
舎
相
談
室

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
ご
確
認
く
だ
さ
い

　
募
集
し
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
、
便

利
・
安
心
・
確
実
な
口
座
振
替
で
！

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
素
案
）に
つ
い

て
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
　

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？
「
忙
し
く
て
…
」「
つ
い
、
う
っ

か
り
…
」
と
い
っ
た
理
由
で
も
保
険
料
の
納

め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来
受
け
取
る
老
齢
基

礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、

便
利
で
安
心
、
確
実
な
口
座
振
替
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
は
、
早
割
制
度
・
６
ヶ
月
前

納
・
１
年
前
納
な
ど
、
割
引
の
あ
る
お
得
な

振
替
方
法
も
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
全
国
の
銀
行
・
郵
便
局
・

農
協
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・
労
働
金
庫

で
利
用
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
は
、
年

金
事
務
所
や
金
融
機
関
に
備
え
付
け
の
申
出

書
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し
て
、
口
座
振
替

を
希
望
さ
れ
る
金
融
機
関
等
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。（
年
金
手
帳
・
納
付
書
・

通
帳
・
銀
行
届
出
印
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

　

平
成
26
年
度
分
の
１
年
前
納
、
上
期
前
納

の
申
込
み
期
限
は
平
成
26
年
２
月
末
で
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

吉
備
中
央
町
で
は
、
都
市
計
画
の
総
合
的

な
指
針
と
な
る
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
策
定
作
業
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
「
吉
備
中
央
町
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
（
素
案
）」
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
募
集
い

た
し
ま
す
。

◆
意
見
の
募
集
期
間

　

平
成
26
年
２
月
３
日
㈪
～
２
月
14
日
㈮

◆
素
案
閲
覧
場
所

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
企
画
課
、
吉
備
高
原

都
市
事
務
所
（
き
び
プ
ラ
ザ
内
）、
加
茂
川

総
合
事
務
所

◆
意
見
を
提
出
で
き
る
方

・�

町
内
に
居
住
、
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

・�

町
内
に
事
務
所
な
ど
の
あ
る
個
人
や
法
人
、

そ
の
ほ
か
の
団
体
の
方

・
そ
の
他
利
害
関
係
を
有
す
る
方

◆
意
見
の
提
出
方
法

　

所
定
の
意
見
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
で
企
画
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
企
画
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
課　

総
合
政
策
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
４

�

　

０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
７

�
E-m
ail

：kikaku@
tow
n.kibichuo.lg.jp

川
柳
部
門
（
応
募
４
４
１
点
）

【
小
学
生
の
部
】

大　
賞　
ふ
る
さ
と
の　

祭
り
に
そ
ろ
う　

友
の
顔

�

木き

村む
ら

由ゆ

佳か

さ
ん

優
秀
賞　
里
帰
り　

兄
弟
そ
ろ
っ
て　

お
手
つ
だ
い

�

小お

野の

愛あ
い

奈な

さ
ん

優
秀
賞　
ふ
る
さ
と
で　

昔
話
に　

花
が
さ
く

�

西に
し

㟢ざ
き　

颯は
や
て

さ
ん

優
秀
賞　
お
じ
い
ち
ゃ
ん　

ふ
る
さ
と
ぼ
く
に　

ま
か
せ
て
ね

�

田た

村む
ら　

紬つ
む
ぐ

さ
ん

【
学
生
の
部
】

大　
賞　
ふ
る
さ
と
は　

思
い
出
あ
ふ
れ
る　

た
か
ら
ば
こ

�

大お
お

倉く
ら

海か
い

斗と

さ
ん

優
秀
賞　
ふ
る
さ
と
と　

別
れ
て
分
か
る　

温
か
さ

�

難な
ん

波ば　

龍り
ょ
う

さ
ん

優
秀
賞　
ふ
る
さ
と
で　

お
い
し
い
お
米　

作
り
ま
す

�

福ふ
く

原は
ら

龍り
ゅ
う

雅が

さ
ん

優
秀
賞　
母
の
た
め　

故
郷
の
料
理
を　

つ
く
る
父

�
小こ

谷た
に

仁ひ
と

美み

さ
ん

【
大
人
の
部
】

大　
賞　
頼
も
し
く　

レ
デ
ィ
が
操
る　

コ
ン
バ
イ
ン

�

大お
お

月つ
き

義よ
し

之ゆ
き

さ
ん

優
秀
賞　
ふ
る
里
に　

主
夫
も
が
ん
ば
り　

花
咲
か
せ

�

小お

川が
わ

美み

江え

子こ

さ
ん

絵
手
紙
部
門
（
応
募
８
点
）

　

入
賞
者
に
は
、
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
生
涯
学
習
・
人

権
フ
ェ
ス
タ
in
吉
備
中
央
に
お
い
て
、
杭
田
会
長
か
ら
表
彰

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

大賞　下
しも

山
やま

良
よし

子
こ

さん

優秀賞　黒
くろ

瀬
せ

冨
ふ

美
み

子
こ

さん

FAX
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を予防しよう！ノロウイルス
　11月から２月はノロウイルスによる食中毒が増加します。
　現在、岡山県では感染性胃腸炎（ノロウイルス）注意報が発令されています。

ノロウイルスによる感染症の特徴
　ウイルスで汚染された食べ物から感染します。加熱不十分な二枚貝の内臓には、ウイルスが貯蔵されて
いることがあるので注意が必要です。非常に感染力が強く、集団感染を起こしやすいです。特に、子ども
やお年寄りなど、抵抗力の弱い方は予防をしっかりしましょう。感染者のおう吐物やふん便からも感染し
ます。症状は、吐き気、おう吐、下痢、腹痛、微熱などです。気になる症状があれば、早めに医療機関を
受診しましょう。

ノロウイルスによる食中毒予防のポイント

ノロウイルスの感染を広げないために

調理する人の 作業前などの 調理器具の

健康管理 手洗い 消　毒
○�普段から感染しないように
食べ物や家族の健康状態に
注意する。
○�症状があるときは、食品を
直接取り扱う作業をしない。
○�症状があるときに、すぐに
責任者に報告する仕組みを
つくる。
○�マスク、ゴム手袋の着用を
する。

○�洗うタイミングは、
　◎トイレに行ったあと
　◎調理施設に入る前
　◎料理の盛付けの前
　◎次の調理作業に入る前
○�汚れの残りやすいところを
ていねいに
　◎指先、指の間、爪の間
　◎親指の周り
　◎手首

方法①　塩素消毒
　�洗剤などで十分に洗浄し、
家庭用の塩素系漂白剤を水
で薄めて「塩素液」を作り、
塩素液に浸しながら拭く。

　※�アルコール消毒や逆性石鹸は
あまり効果がありません。

方法②　熱湯消毒
　�熱湯（85℃以上）で１分間
以上加熱する。

※�消毒に利用する
塩素液の濃度に
ついては、漂白
剤の使い方をご
確認ください。
※�使用に当たって
は「使用上の注
意」をよく確認
しましょう。

【お問い合わせ先】保健課　地域保健班　☎ 0866－ 54－ 1326

詳しい情報は、厚生労働省ホームページ「ノロウイルスに関するＱ＆Ａ」をご覧ください
http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/kanren/yobou/040204-1.html

ノロウイルスＱ＆Ａ

○�感染者が使ったり、おう吐物が付いたものは、他
のものと分けて洗浄・消毒します。
○�食器等は、食後すぐ、厨房に戻す前に塩素液に十
分浸し、消毒します。
○�カーテン、衣類、ドアノブなども塩素液などで消
毒します。
　◦�次亜塩素酸ナトリウムは金属腐食性がありま

す。金属部（ドアノブなど）消毒後は十分に薬
剤を拭き取りましょう。

○�洗濯するときは、洗剤を入れた水の中で静かにも
み洗いし、十分すすぎます。
　◦�85℃で１分間以上の熱水洗濯や、塩素液によ

る消毒が有効です。
　◦�高温の乾燥機などを使用すると、殺菌効果は高

まります。

○�患者のおう吐物やおむつなどは、次のような方法
で、すみやかに処理し、二次感染を防止しましょ
う。ノロウイルスは、乾燥すると空中に漂い、口
に入って感染することがあります。
　◦�使い捨てのマスクやガウン、手袋などを着用し

ます。
　◦�ペーパータオル等で静かに拭き取り、塩素消毒

後、水拭きをします。
　◦�拭き取ったおう吐物や手袋などは、ビニール袋

に密閉して廃棄します。その際、できればビニー
ル袋の中で、上記の消毒の場合より濃いめの塩
素液に浸します。

　◦しぶきなどを吸い込まないようにします。
　◦終わったら、ていねいに手を洗います。

消毒 処理食器・環境・
　　衣類などの おう吐物などの

　町では、平成26年度から固定資産税の課税対象となる家屋の全棟調査を実施します。
　この調査は、町内にある全ての家屋について、新築・増築などによる評価もれ、または取り壊しなどによ
る滅失家屋を調査するもので、既に課税されている家屋との公平を期し、公正で適正な課税を目指すために
行うものです。
　調査にあたっては、町の職員が全家屋の調査を行います。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

１．調査方法について
●課税台帳の登録内容（所在、種類、構造、床面積等）に基づき、建物の現況を確認させていただきます。
●外観（外周）調査を行いますので、敷地内に立ち入りさせていただきます。
　（原則として家屋の中には入りません。）
●所有者が不在の場合でも確認させていただきますので、ご理解をお願いいたします。
　※�調査は地方税法の規定により行われます。調査担当職員は「固定資産評価補助員証」を携帯しています

ので、ご不審の際はご確認ください。

２．調査後の対応について
　調査の結果、台帳と現況が異なる場合は、以下のとおり対応します。
●未課税家屋（課税対象家屋で、課税台帳に記載がない場合）
　　町内全地区の調査が完了した翌年度から課税開始となります。
●滅失家屋（課税台帳に家屋が記載されているが、現地に存在しない場合）
　　現況において課税家屋が存在しない（取り壊されていた等）場合は、調査年度から課税除外とします。
　�　ただし、調査年の１月１日現在において存在する場合は、調査年の４月から始まる年度の翌年度から課
税除外とします。

３．調査予定地区について
　�　調査予定地区は、以下のとおりです。進捗状況によっては、年度を前後する可
能性がありますのでご了承ください。
　　平成26年度　　津賀地区、円城地区
　　平成27年度　　御北地区、上竹地区、豊野地区
　　平成28年度　　下竹地区、吉川地区、大和地区

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

太陽光発電設備に係る固定資産税（償却資産）の課税について

家屋全棟調査の実施について

　太陽光発電設備を設置された場合、償却資産として固定資産税の課税対象となります。
　下記の課税区分をご参考に所有されている太陽光発電設備の設置状況を確認してください。固定資産税の
課税対象となる場合は、償却資産申告書を送付させていただきますので、下記のお問い合わせ先までご連絡
ください。

【お問い合わせ先】　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

【課税区分】

個人（住宅用） 10kw以上の太陽光発電設備を設置して、発電量の全量を売電する場合は、償却資産として課税の対象となります。
法　　　　人
個人（事業用）

発電出力量や全量売電か余剰売電かにかかわらず償却資産として課税の対象となりま�
す。
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町県民税の申告（所得税の確定申告）について
■町県民税の申告（所得税の確定申告）期限は、３月17日です。
■２月17日から３月17日まで各地区で申告相談を行います。

　平成26年度町県民税の申告書（平成25年分所得税の確定申告書）の提出期限は、平成26年３月
17日（月）までとなっています。申告をしなければならない人は、平成25年中（１月１日～12月
31日）の所得金額等を正しく計算し、早めに申告しましょう。
　２月17日～３月17日まで各地区で申告相談及び申告書の受付を行いますのでご利用ください。各
地区の日程及び申告に必要な準備、書類等については、この広報紙と一緒にお配りしている日程表を
ご覧ください。

給与所得がある方
①給与の収入金額が2,000万円を超える方
②�給与を１か所から受けていて、各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）
の合計額が20万円を超える方
③�給与を２か所以上から受けていて、年末調整をされなかった給与の収入金
額と各種の所得金額（給与所得、退職所得を除く）の合計額が20万円を超える方など

公的年金等を受給されている方
　公的年金等の収入金額が400万円以下で、かつ、公的年金等に係る雑所得以外の各種の所得金額が
20万円以下である場合には、確定申告は必要ありません。
◆�所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要ない場合であっても、所得税及び復興特別所得税の還
付を受けるためには、確定申告書を提出する必要があります。
◆�所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要ない場合であっても、町県民税の申告が必要な場合が
あります。

上記以外の方
次の①～③の計算を行った結果、③に残額がある場合
①�各種の所得の合計額（譲渡所得、山林所得を含む）から、所得控除を差し引いて、課税される所得
金額を求めます。
②課税される所得金額に税率を乗じて所得税額を求めます。
③所得税額から配当控除額を差し引きます。

　上記の「所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要な方」以外で、平成26年１月１日現在、吉
備中央町内に居住し、次に該当される方は、吉備中央町へ町県民税の申告書の提出が必要です。
◆事業所得（営業・農業・その他事業）や不動産所得（地代・家賃）などがあった方。
◆給与収入がある方で、
　　○年末調整した給与以外に各種所得がある方。
　　○平成25年中にアルバイトやパートなどをしていた方で、収入金額が93万円を超える方。
◆公的年金等の収入のみがあり、配偶者・扶養控除等を受けたい方で、
　　○平成26年1月１日現在の年齢が65歳以上で、年金収入額が148万円を超える方。
　　○平成26年1月１日現在の年齢が65歳未満で、年金収入額が98万円を超える方。
◆土地・建物等の譲渡所得があった方、株式の譲渡所得等があった方。
◆その他地方税法の規定により申告が必要な方。

所得税及び復興特別所得税の確定申告が必要な方

町県民税の申告が必要な方

〔注〕　所得税の確定申告及び町県民税の申告の必要のない方（所得のない方を含む）でも、国民健
　　　�康保険又は後期高齢者医療制度に加入されている世帯の世帯主並びに被保険者の方は、税額（保

険料）軽減等の算定に必要となりますので、町県民税申告書（兼国民健康保険税・後期高齢者
医療申告書）の提出をお願いします。

　　　�　また、平成26年度中に所得証明書（所得額が０円のものを含む）等が必要となる方は、町
県民税申告書を提出してください。

　２月17日（月）・18（火）の２日間は、下竹荘公民館（湯山1002）において、町内全域の方を対
象に岡山西税務署と合同で申告相談及び申告書の受付を行います。営業等・不動産・配当所得、土地
建物・株式の譲渡所得等がある方は、できるだけこの２日間にお越しください。

◆�申告相談にお越しの際は、この広報紙と一緒にお配りしている「申告相談日程表」の裏面をよくお
読みいただき、所得額の計算に必要な事前準備をしていただくとともに、持参いただく書類等をよ
く確認のうえご来場ください。

◆�毎年収支内訳書の作成に時間がかかり、申告相談会場で順番をお待ちいただく時間が長くなってい
ますので、事前作成のご協力をお願いします。収支内訳書の作成が難しい方は、領収書や通帳など
収入金額と支出金額が分かるものを整理のうえご持参ください。農業所得のある方は、この広報紙
と一緒にお配りしている「農業所得収支整理ノート」に記入してご持参ください。

◆�医療費控除を受ける方は、支払った医療費の領収書等を受診者別に仕分け、金額の集計を必ず行っ
てご持参ください。

　ご不明な点がありましたら、次へお問い合わせください。
＜お問い合わせ先＞　税務課　課税班　☎０８６６－５４－１３１５

２月17日・18日の２日間は、税務署と合同で申告相談を行います

申告相談に来られる際の注意点（お願い事項）

平成26年度に
野猪等被害防止事業を共同で計画されている方へ

　イノシシ等の有害鳥獣による農作物被害に対し、共同（３戸以上）で防護柵（電柵・ワイヤーメッ
シュ等）の設置を計画される方は、国・県への補助申請のため事業要望の取りまとめを行いますので、
下記により農林課までご連絡をお願いします。
　なお、個人施行による設置を計画されている方は、４月以降に申請の手続きを行ってください。

１．報　告　内　容　�集落名、代表者の住所、氏名、電話番号、受益者数、仕様、施行地番、計画延長（ｍ）
をご連絡ください。

２．報　告　期　限　平成26年２月28日（金）
（参考）補助内容については、次のとおりです。
補助金の名称 仕　　様 補助基本額 補助率

野猪等被害防止
事業補助金　　

トタン・ワイヤーメッシュ 1ｍあたり500円以内
補助基本額、または原材料費
のいずれか低い額の2／3以内

電気柵 1ｍあたり250円以内
防護ネット 1ｍあたり200円以内
防鳥ネット 1㎡あたり100円以内

【お問い合わせ先】　農林課　林業振興班　☎０８６６－５４－１３１８
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に�

河
原
　
愛
美

　
地
　
幸
せ
な
時
間
を
つ
く
る
家
族
の
輪�

小
林
　
快
渡

　
天
　
復
興
に
時
間
か
か
る
が
が
ん
ば
ろ
う�

高
見
　
歩
夢

《
一
般
の
部
》�

生
駒
　
聖
天
選
（
投
句
者
26
名
）

「
佳
吟
」

　
　
　
暮
れ
迫
り
今
日
も
時
間
が
か
き
廻
す�

早
原
登
美
子

　
　
　
す
ば
ら
し
い
終
焉
神
の
み
知
る
時
間�

宮
脇
　
和
恵

　
　
　
止
め
ら
れ
ぬ
時
間
の
中
で
我
も
生
き�

小
林
世
位
一

　
　
　
忍
耐
の
文
字
を
背
負
っ
て
捻
子
を
巻
く�

平
井
　
綾
子

　
　
　
七
十
路
キ
ラ
リ
輝
く
時
さ
が
し�

小
川
美
江
子

「
三
光
」

　
人
　
八
十
路
坂
残
る
時
間
は
宝
物�

小
林
　
幸
子

　
地
　
歳
月
が
刻
む
わ
た
し
の
待
ち
時
間�

中
尾
　
里
恵

　
天
　
人
生
の
放
課
後
趣
味
の
絵
具
筆�

黒
瀬
　
嘉
子

＊２月の課題は「雪」、３月の課題は「出る」です。
　投句の方法…�はがきに２句以内・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－９　津賀公民館放送川柳係
　までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

◆�町内皆さまのご参加をお待ちして
います。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総
合福祉センター）へ５首までを持
参。合評・互選などをしています。

町内に
在住在勤の方は
どなたでも
応募できます。

晴
れ
わ
た
る
晩
秋
の
陽
に
山
々
の
紅
葉
輝
き
正
に
錦
絵�

土
居
　
於
栄

こ
の
辺
り
「
鰍か

じ
か

」
つ
か
み
し
記
憶
あ
り
懐
か
し
と
想
う
こ
の
宇
甘
川�

山
崎
し
げ
る

歳
暮
れ
る
冷ひ

雨さ
め

の
中
に
鈴
生
り
の
柿
の
実
何
ぞ
願
い
は
無
い
か�

土
居
　
照
代

た
っ
ぷ
り
の
湯
に
つ
か
り
つ
つ
数
え
て
る
あ
れ
に
こ
れ
に
と
今
日
し
た
事
を�

河
内
　
晶
子

噺
家
が「
地
方
」を「
痴
呆
」に
置
き
換
へ
て
公
務
員
の
老
後
と
い
ふ
に
大
笑
す�

難
波
　
良
子

な
べ
て
皆
冬
眠
す
る
も
山
茶
花
は
寒
さ
に
向
い
艶
や
か
に
咲
く�

山
本
　
豊
子

小
春
日
を
選
び
大
根
抜
き
を
す
る
貯
蔵
漬
物
切
干
に
わ
け
る�

國
只
由
紀
子

急
激
に
凍
て
つ
く
畑
に
霜
お
り
て
綿
菓
子
状
に
み
ど
り
葉
つ
つ
む�

中
山
　
文
恵

お
知
ら
せ

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）　

放
送
川
柳
　
平
成
25
年
12
月
秀
句
　
題
「
時
間
」（
津
賀
公
民
館
）

公
民
館
コ
ー
ナ
ー

インフォメーション

募
　
集

  確定申告会場は、ママカリフォーラムです。
（岡山コンベンションセンター２階　岡山市北区駅元町14番１号）

　　　　　期　　間　　平成26年２月17日（月）～３月17日（月）
　　　　　受付時間　　午前９時～午後４時（相談時間は午前９時～午後５時）

※上記期間中は、岡山西税務署では申告会場を設けておりませんのでご注意ください。
※�駐車場（ママカリパーキング、リットパーキング）は有料となっており、台数に限りがありますので、
来場の際には公共交通機関をご利用ください。

※�税務署の閉庁日（土・日・祝日）は、相談及び窓口での申告書の受付は行っておりませんが、２月23日、
３月２日の日曜日に限り、上記の申告会場（ママカリフォーラム）において確定申告の相談を行います。

【お問い合わせ先】　岡山西税務署　☎086－254－3411

 
 
 
 
 
 
 
 
 

個人事業者の消費税及び地方消費税の申告・納税は

３月31日（月）まで

所得税及び復興特別所得税・贈与税の申告・納税は

３月17日（月）まで

にわとり、あいがも、やぎなどを
飼われている方へ

詳細情報：http://www.maff.go.jp/j/syouan/douei/eisei/e_koutei/kaisei_kadenhou/index.html

＜対象となる動物＞

動物たちの健康を守るためには
１　飼育小屋への出入りはできるだけ決まった人や車がしましょう。
２　野生の動物が病気を持ち込むこともあるので、飼育小屋にネット
をするなどして、入り込めないようにしましょう。

３　新鮮な水とエサをあげましょう。
４　飼育小屋はこまめに掃除をしましょう。
５　動物たちのフンはきちんと片付けましょう。
６　小屋の周りなどを定期的に消毒しましょう。
　※消毒方法は、病気によって違うこともあるので、わからないことは、
家畜保健所へ相談しましょう。

　高病原性鳥インフルエンザや口蹄疫が発生したとき、地域の被害を最小限度にするために、
次の対象動物について、毎年４月 15日までに飼養場所と頭羽数の届出が必要となりました。

①牛、水牛、馬
②鹿、めん羊、山羊、豚、いのしし
③鶏、あひる、うずら、きじ、ほろほろ鳥、七面鳥
④だちょう

1 頭 1羽
から届出が必要です。

届出先（お問い合わせ先）

岡山県岡山家畜保健衛生所
電話：0867－24－3880
FAX：0867－24－3884

夜間休日（緊急）
090ー 5377－5921

にわ



1617 広報きびちゅうおう  2014. ２月号 広報きびちゅうおう  2014. ２月号

図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

２月号

出会いの
号

扉
2014年 ２月の休館日

３日 　10日
11日　16日
17日　24日

＜一般書＞　�
　村上春樹が恋愛をテー
マに選んだ短編小説10編が
収録されています。中には
ノーベル文学賞を受賞し
たアリス・マンローの、
『ジャック・ランダ・ホテ
ル』や、村上春樹が書き下
ろした『恋するザムザ』も。
甘くてほろ苦い大人なラブ
ストーリーをどうぞ。
� （かもがわ図書館）

＜児童書＞　�

　定番のクッキーやクレー
プから、流行のパンケー
キやマカロンまで、おいし
くて見た目もかわいいス
イーツのレシピがたくさん
のっているよ。バレンタイ
ンデーにぴったりのチョコ
スイーツも10種類。楽しく
作ってみんなで食べよう♪
�（ロマン高原かよう図書館）

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

しっぽ . しっぽ . しっぽっぽ . 木曽秀夫／フレーベル館 か

まよなかのほいくえん いとうみく／WAVE出版 か

あたまがふくしまちゃん のぶみ／ＴＯブックス ロ

つぎはわたしのばん いもとようこ／金の星社 ロ

児　

童　

書

プロの技全公開！まんが家入門 飯塚裕之／小学館 か

ドキドキッズ小学校　２時間目 川北亮司／文溪堂 か

東京キャッツタウン�１～２ 宗田理／角川書店 ロ

町工場の底力�１ こどもくらぶ／かもがわ出版 ロ

一
般
実
用
書

冷えとりの知恵袋 講談社／講談社 か

自分で作る自家発電 中村昌広／総合科学出版 か

黒田官兵衛とその生涯 不破俊輔／明日香出版社 ロ

十八代目中村勘三郎�全軌跡 中川右介／朝日新聞出版 ロ

一
般
読
み
物

とっぴんぱらりの風太郎 万城目学／文藝春秋 か

雪まろげ�古手屋喜十�為書覚え 宇江佐真理／新潮社 か

村上海賊の娘�上・下 和田竜／新潮社 ロ

疾風ロンド 東野圭吾／実業之日本社 ロ

お
は
な
し
の
へ
や
2月

司書が選ぶ

この一冊
★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
　　　　　　　　　　　　��　午前10時30分～午前10時50分
　　　13日（木）かもがわ図書館
　　　27日（木）ロマン高原かよう図書館

★わくわく（幼児・小学生対象）毎月第３土曜日
　　　　　　　　　　　　　　��　午後２時～午後２時50分
　　　15日（土）かもがわ図書館

出�演 レインボーさん

『恋しくて』
村上春樹／著　中央公論社

『めざせパティシエ！スイーツ作り入門』
��神みよ子／著　小学館

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
24
年
度
）

今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、
清き
よ

本も
と

　
魁か
い

生と

く
ん
の
「
ぼ
く
の
ば
あ
ば
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「ぼくのばあば」
吉備高原小学校　３年

清
きよ

本
もと

　魁
かい

生
と
さん

　

ぼ
く
の
ば
あ
ば
は
、
は
た
ら
き
も
の
で
す
。
朝

一
番
に
お
き
て
、よ
る
一
ば
ん
お
そ
く
に
ね
ま
す
。

　

ば
あ
ば
は
い
つ
も
、
ぼ
く
の
ご
は
ん
を
つ
く
っ

て
く
れ
ま
す
。
ば
あ
ば
が
お
休
み
の
日
は
、

「
何
が
た
べ
た
い
。」

と
き
い
て
く
れ
る
の
で
、
ぼ
く
は
い
つ
も
、

「
シ
チ
ュ
ー
が
た
べ
た
い
。」

と
言
う
と
、
つ
く
っ
て
く
れ
ま
す
。
で
も
、
た
ま

に
ぼ
く
の
き
ら
い
な
も
の
が
で
て
き
ま
す
。ぼ
く
が
、

「
エ
ー
。」

と
言
う
と
、

「
じ
ゃ
あ
、
た
べ
る
な
。」

と
お
こ
り
ま
す
。
だ
け
ど
、
が
ん
ば
っ
て
ぜ
ん
ぶ

た
べ
る
と
、

「
た
べ
れ
る
が
あ
。」

と
言
っ
て
ほ
め
て
く
れ
ま
す
。

　

ば
あ
ば
は
、
ぼ
く
が
学
校
に
い
く
時
、
い
つ
も

し
ゅ
う
ご
う
ば
し
ょ
ま
で
お
く
っ
て
く
れ
ま
す
。

す
こ
し
早
く
つ
く
と
、
い
っ
し
ょ
に
ま
っ
て
く
れ

る
や
さ
し
い
ば
あ
ば
で
す
。
で
も
、
ぼ
く
が
い
も

う
と
に
い
じ
わ
る
す
る
と
、い
つ
も
お
こ
り
ま
す
。

お
こ
っ
た
ば
あ
ば
は
、お
に
の
よ
う
に
こ
わ
い
で
す
。

　

い
つ
も
元
気
な
ば
あ
ば
が
、
入
い
ん
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
目
の
手
じ
ゅ
つ
を
し
た
の
で
す
。

ぼ
く
は
と
て
も
し
ん
ぱ
い
で
し
た
。
ば
あ
ば
が
い

な
い
三
日
間
は
、
と
て
も
さ
び
し
か
っ
た
で
す
。

い
つ
も
ば
あ
ば
の
こ
え
が
聞
こ
え
る
の
に
、
聞
こ

え
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

た
い
い
ん
し
た
時
、
ば
あ
ば
は
、
ず
っ
と
下
を

む
い
て
い
ま
し
た
。
お
い
し
ゃ
さ
ん
に
、
つ
ぎ
の

け
ん
さ
ま
で
上
を
む
か
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
た
か

ら
で
す
。
ず
っ
と
下
を
む
い
て
い
る
ば
あ
ば
は
、

元
気
が
な
さ
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。

　

で
も
、
び
ょ
う
い
ん
に
通
っ
た
の
で
、
今
は
元

気
な
ば
あ
ば
に
も
ど
り
ま
し
た
。
元
気
に
な
っ
た

ば
あ
ば
は
、

「
こ
り
ゃ
あ
。
な
に
し
ょ
ん
で
え
。」

と
、
お
に
よ
り
こ
わ
い
ば
あ
ば
に
と
き
ど
き
へ
ん

し
ん
し
ま
す
。
お
に
よ
り
こ
わ
い
ば
あ
ば
だ
け
ど
、

ぼ
く
は
ば
あ
ば
が
大
す
き
で
す
。

 

　平成23年12月13日
に開館してから、552
日目の平成25年12月
５日、貸出冊数が延べ
10万冊を超えました。
　10万冊目の本を借
りてくれた蝿原莉菜
ちゃんに、お花と記念
品を贈りました。

莉菜ちゃんと彰人くん

貸し出し10万冊！！
町民のニーズにあった
資料収集をし、地域に
役立つ図書館でありた
いと思います。

第３回�郷土歴史講座

若き日の土
ど

井
い

不
う

曇
ずみ

（町内井原出身）
～アインシュタイン相対性理論を否定した
� 物理学者の生い立ち～
　●日時　平成26年３月２日（日）
　　　　　午後2時～（受付１時30分～）
　●場所　ハートオブおかやま会館（下加茂）
　●講師　行

ゆき

安
やす

� 茂
しげる

�氏
　　　　　（岡山大学名誉教授）
　●申込　２月20日（木）まで
　　準備の都合上お申し込みください

 



　スポーツ・文化・芸術活動などで優秀な成績を収められた方（団体）を紹介してい
ます。情報をお寄せください。
　なお、掲載基準がありますので、詳しくは企画課公聴広報班へおたずねください。

　加茂川中学校３年生

　田
た

村
むら

　蓮
れん

さん（上野）
　■第38回岡山県中学校弁論大会
　岡山県教育長賞
　　主催：�岡山県中学校国語教育研究会、山陽新聞社
　　日程：平成25年11月19日（火）
　　会場：山陽新聞本社ビル（岡山市北区）

＜コメント＞
　発表の当日、トップバッターで話すことが決まってすごく緊張しましたが、会場で聞いている中学生一人ひと
りに内容が届いたらいいなという想いを込めて話しました。
　まさか、県教育長賞を受賞するとは思っていなかったので、時代にあったテーマだったのかなと嬉しく思いま
した。

おめ

でとう満1歳
便

松
田　

彩
良
ち
ゃ
ん
（
尾
原
）

ま
つ
だ　

さ

ら

平成25年２月16日生まれ

黒
瀬
奈
々
花
ち
ゃ
ん
（
岨
谷
）

く
ろ
せ

な

な

か

平成25年２月12日生まれ

にぃにが大好きな彩良ちゃん！
すくすくと元気に育ってね！

いつも、たくさんの笑顔を
ありがとう！

　

と
あ
る
休
日
の
昼
、
母
と
話
し
て
い
た
時
の
こ
と
。

「
今
日
の
お
昼
は
ラ
ー
メ
ン
だ
よ
」「
マ
ジ
か
ー
」。
何

げ
な
く
返
し
た
「
マ
ジ
」
と
い
う
言
葉
に
私
は
ふ
と
疑

問
を
持
ち
ま
し
た
。
こ
の
「
マ
ジ
」
っ
て
な
ん
な
の
だ

ろ
う
。
こ
の
「
マ
ジ
」
に
は
ど
ん
な
意
味
が
あ
る
の
だ

ろ
う
、
と
。

　

昨
今
の
日
本
は
よ
く
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
若
者
の
語ご

彙い

力
は
低
下
し
て
い
る
、
な
ど
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

マ
ジ
で
、
ヤ
バ
い
、
う
け
る
、
う
ざ
い
、
な
い
わ
ー
、

な
ど
。
こ
れ
ら
の
現
代
言
葉
を
使
わ
な
い
10
代
の
若
者

は
ま
ず
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私
も
普
段
の

会
話
で
使
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
こ
れ
ら

の
言
葉
を
引
用
し
す
ぎ
て
は
い
ま
せ
ん
か
。

　

例
え
ば
「
ヤ
バ
い
」。
こ
の
言
葉
は
本
来
「
具
合
の

悪
い
様
」
や
「
不
都
合
」
と
い
っ
た
意
味
で
す
。
し
か

し
言
葉
は
時
代
と
と
も
に
変
化
し
ま
す
。
１
９
８
０
年

代
ご
ろ
か
ら
若
者
は
こ
の
言
葉
を
「
格
好
悪
い
」
の
意

味
と
し
て
使
い
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
最
近
で
は
「
す

ご
い
」
な
ど
の
プ
ラ
ス
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
ま
で
加
わ
り
何

で
も
ヤ
バ
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
か
わ
い
い
も

の
も
、格
好
良
い
も
の
も
ヤ
バ
く
て
、ダ
サ
か
っ
た
り
、

気
持
ち
悪
い
も
の
だ
っ
て
ヤ
バ
い
と
い
う
言
葉
で
表
現

し
て
い
る
の
は
、
き
っ
と
私
だ
け
で
は
な
い
は
ず
で�

す
。

　

そ
し
て
、「
マ
ジ
」
と
い
う
言
葉
。
こ
の
言
葉
の
使

い
勝
手
の
よ
さ
は
尋
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
昨
日
Ａ

ち
ゃ
ん
と
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
ん
だ
ー
」
と
言
う
友
人

に
「
マ
ジ
か
ー
」。「
実
は
俺
、
魚
が
す
っ
ご
く
好
き
で

さ
ぁ
」と
言
う
友
人
に
も「
マ
ジ
で
ー
」。「
Ｙ
ち
ゃ
ん
、

来
週
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
旅
行
す
る
ら
し
い
よ
！
」
と
い

う
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
に
だ
っ
て
「
マ
ジ
で
！
」。
声
の

抑
揚
を
変
え
る
だ
け
で
、
ど
ん
な
会
話
に
で
も
、
と
い

う
く
ら
い
「
マ
ジ
」
は
万
能
な
使
え
る
逸
材
で
す
。

　

し
か
し
こ
れ
は
お
か
し
い
こ
と
だ
と
、
私
は
思
う
の

で
す
。

　

最
近
友
人
に
、
私
が
好
き
な
音
楽
の
話
を
一
生
懸
命

し
た
時
の
事
。
話
し
終
え
た
私
に
友
人
は
一
言
「
マ
ジ

か
ー
」
と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
時
私
は
体
温
が
す
ー
っ

と
下
が
っ
て
い
く
よ
う
な
寂
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
の

を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
「
マ
ジ
か
ー
」
な
ん
て
興
味
な
さ
そ
う
に
言
わ
れ
る

と
、
そ
の
後
な
か
な
か
返
す
言
葉
が
見
つ
か
ら
な
い
。

「
マ
ジ
だ
！
」
な
ん
て
言
う
の
も
お
か
し
な
話
で
す
。

　

そ
も
そ
も
「
マ
ジ
」
と
は
真
面
目
の
略
語
で
本
気
と

か
冗
談
で
は
な
い
、
と
い
う
意
昧
で
使
わ
れ
て
い
る
は

ず
で
す
。
好
き
な
音
楽
に
つ
い
て
話
し
た
私
に
友
人
は

「
そ
れ
は
本
気
で
言
っ
て
い
る
の
か
？
」
と
で
も
言
い

た
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。そ
れ
は
違
う
と
思
い
ま
す
。

こ
の
時
私
は
こ
う
い
う
時
に
使
う
「
マ
ジ
」
に
は
何
の

中
身
も
な
い
の
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　

私
は
漫
画
も
好
き
で
す
。
よ
く
、
漫
画
が
好
き
な
人

同
士
で
話
し
て
い
る
と
、
物
語
の
感
想
を
言
い
合
っ
た

り
、
好
き
な
絵
や
せ
り
ふ
を
共
感
し
合
っ
た
り
、
時
に

は
好
み
が
合
わ
な
い
友
人
に
、
魅
力
を
語
っ
た
り
す
る

こ
と
に
夢
中
に
な
り
ま
す
。
私
は
そ
う
い
う
時
、
す
ご

く
「
楽
し
い
」
と
感
じ
ま
す
。
そ
う
感
じ
ら
れ
る
の
は

き
っ
と
、
自
分
の
「
一
生
懸
命
」
に
、
相
手
も
「
一
生

懸
命
」
で
返
し
て
く
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
と
て
も
温
か
く
、
心
地
い
い
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
誰
と
で
も
共
通
の
話
題
や
趣
味
が
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
思
い
返
す
と
私
が
し
た
好
き
な

音
楽
の
話
は
一
方
的
で
、
し
か
も
語
彙
力
が
な
い
故
に

魅
力
の
伝
わ
ら
な
い
、
友
人
に
と
っ
て
は
面
白
く
な
い

話
だ
っ
た
の
か
な
、
と
今
で
は
思
い
ま
す
。
こ
の
こ
と

か
ら
私
は
相
手
が
寂
し
く
な
る
よ
う
な
会
話
が
ど
ん
な

も
の
か
気
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

だ
か
ら
私
は
語
彙
力
を
身
に
付
け
た
い
。
ど
ん
な
話

で
も
「
マ
ジ
」
で
は
代
用
で
き
な
い
思
い
は
あ
る
は
ず

で
す
。
そ
れ
を
相
手
に
伝
え
る
こ
と
は
、
き
っ
と
中
身

の
あ
る
楽
し
い
会
話
に
つ
な
が
る
と
私
は
思
い
ま
す
。

「
今
日
の
お
昼
は
ラ
ー
メ
ン
だ
よ
」
と
言
う
母
に
「
何

味
？
」
と
聞
く
こ
と
く
ら
い
か
ら
。
こ
ん
な
小
さ
な
こ

と
で
も
、
そ
こ
か
ら
続
く
会
話
か
ら
、
語
彙
力
と
会
話

力
は
鍛
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
そ
ん
な
一
歩
か
ら
始
め
て
い
き
た
い
で
す
。

～
岡
山
県
中
学
校
弁
論
大
会
か
ら
～

「
現
代
言
葉
」

�

加
茂
川
中
学
校
３
年　

田た

村む
ら　

蓮れ
ん

さ
ん
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
、
岡
山
シ
ー
ガ
ル

ズ
ふ
れ
あ
い
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会

の
模
様
で
す
。

　
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

行
わ
れ
る
中
、
ア
タ
ッ
ク
な
ど
の
実

演
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
見
つ

め
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
今
月
の
フ
ォ
ト
ト
ピ
ッ
ク
ス
に
掲

載
し
て
い
る
上
竹
荘
小
学
校
で
開
催

さ
れ
た
「
よ
う
こ
そ
先
輩
」
の
授
業

で
は
、
私
自
身
に
と
っ
て
も
母
校
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
校
舎
を
懐
か
し

く
思
い
な
が
ら
取
材
に
伺
い
ま
し�

た
。

　
取
材
で
講
師
の
菅
野
さ
ん
と
お
話

す
る
中
で
、
小
学
校
、
中
学
校
、
大

学
の
先
輩
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、

と
て
も
驚
く
と
と
も
に
話
が
思
わ
ず

盛
り
上
が
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
同
郷
の
大
先
輩
が
活
躍
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
な
が
ら
も
、

自
分
自
身
も
も
っ
と
頑
張
ら
ね
ば
と

改
め
て
感
じ
た
一
日
で
し
た
。

�

石
井

  

お
便
り
な
ど
、

 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う

お
う
で
は
、
広
報
紙

に
対
す
る
ご
意
見
、

ご
感
想
、
身
近
な
話

題
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど

を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

　
ご
意
見
、情
報
な
ど
応
募
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

左
記
の
事
項
に
ご
留
意
い
た
だ
き
、
企
画
課
公
聴
広
報

班
宛
て
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◎
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
広
報
紙
に
掲
載
さ
せ
て

い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
一
部
編
集
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

◎
送
付
し
て
い
た
だ
い
た
お
便
り
な
ど
に
は
、
必
ず
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
お
書
き
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
匿
名
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
そ
の
旨
を
ご
明
記
く
だ
さ
い
。

■
広
報
き
び
ち
ゅ
う
お
う
で
は
、
町
内
で
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
活
動
、
地
域
づ
く
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
を
応
援
す
る
た
め
、

活
動
内
容
や
募
集
の
情
報
を
紹
介
し
ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
企
画
課
公
聴
広
報
班

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
、
政
治
活
動
や
宗
教
活
動
、
営
利
活
動
を
す

る
団
体
・
グ
ル
ー
プ
は
紹
介
で
き
ま
せ
ん
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
送
り
先

　
〒
７
１
６

－

１
１
９
２（
住
所
不
要
）　
企
画
課�

公
聴
広
報
班

　
☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
４�　
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
０
７

企
画
課

　

公
聴
広
報
班�

行
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　読書フェスティバル inきびちゅうおう
　11月23日、ロマン高原かよう総合会館で「読書フェスティバル in きびちゅ
うおう」（町読書推進委員会主催）が開催されました。
　これは、読書体験を通して読書への関心を高めてもらうために毎年開催され
ているもので、この日は町内外から訪れた約360人の親子連れが参加。絵本作
家長

は
谷
せ
川
がわ
義
よし
史
ふみ
先生による絵を描きながら紙芝居を行う「ライブ紙芝居」やウク

レレ演奏、地元おはなしグループ「おはなしや」、「レインボー」による語りや

　ようこそ先輩！！
　11月29日、上竹荘小学校で「ようこそ先輩」と題した特別講義が開催されました。
　これは、児童の学力、創作意欲の向上を目的に、同校出身の書家、アートディレクターである菅

すが
野
の
大
たい
漸
ぜん
（大阪

府羽曳野市在住）さんを招いて毎年開催されているものです。
　低学年の講義では、絵描き歌にあわせ「花のお地蔵さん」を描きました。高学年の講義では、書と絵画を組み
合わせた創作に挑戦。菅野さんから「自分の想いや希望を言葉や絵にして描いてください」と説明があり、�児童
たちは思い思いに描いていました。
　また、「絆」の文字を一人一画ずつ書くリレー書道も行われ、�子どもたちは緊張しながらも、一生懸命描いて
いました。

　岡山シーガルズふれあいバレーボール交流会
　12月16日、かもがわ総合スポーツ公園体育館で、岡山シーガルズふれあいバレーボール交流会（町教育研修所、
国立吉備青少年自然の家主催）が開催され、町内の10小学校６年生約100人が参加しました。
　これは、全国で活躍するバレーボールクラブチームである岡山シーガルズから、全国トップレベルの技術を学
ぶことや、本年４月１日に開校する加賀中学校の新１年生となる児童が交流を深めることを目的に開催されたも
のです。
　この日は、神

かん
田
だ
千
ち
絵
え
アシスタントコーチ、堀

ほり
口
ぐち
夏
なつ
実
み
選手、黒

くろ
河
かわ
亜
あ
紀
き
選手によるバレーを通じて学んだ「挑戦す

ることの大切さ」、「仲間を大切にすること」、「努力と感謝」についての講話が行われたあと、トスやレシーブの
構え方、スパイクの打ち方などが指導され、子どもたちは目を輝かせながら熱心にバレーに取り組みました。

人形劇が披露されました。司書と遊ぼうコーナーでは、本の中で気に入った絵や言葉を書き写したオリジナルカー
ドづくりを楽しみました。
　また、町内の小中学校の読書に関する取り組みも展示され、訪れた人は熱心に見入っていました。

イベント情報

由紀さおり＆安田祥子ファミリーコンサート
 ～うたが咲いています～

★お問い合わせ先　ロマン高原かよう総合会館
☎0866－54－1301

★チケット販売所　加茂川総合事務所、吉川支所、
大和支所、ロマン高原かよう総合会館
その他町外プレイガイド

★チケット料金　Ｓ席　6,000円
Ａ席　5,000円（全席指定）

★日　時　平成26年３月16日（日）
午後３時開場　午後３時30分開演

★場　所　ロマン高原かよう総合会館／レインボーホール

★主　催　ロマン高原かよう総合会館

チケット
　　販売中！!

“これからを生きる子どもたちに、美しい日本の歌を伝えたい。”
この童謡コンサートは、由紀さおりさん安田祥子さんの、そんな
思いから始まりました。親子の絆が見直されている今こそ。親子
のこころにやさしく響く、歌の花を咲かせませんか。


